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〈
論
文
〉

フ
ラ
ン
ス
知
識
人
が
見
た
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
（
四
）

─
支
那
事
変
と
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ジ
ア
政
策

─
ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ

要
旨　

本
論
文
は
、
支
那
事
変
勃
発
以
降
、
日
本
の
大
陸
政
策
・
植
民
地
政
策
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
家
と
政
治
評
論
家
の
立
場
と
見
解
を
調

査
・
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
基
本
的
に
日
本
の
大
陸
政
策
を
「
侵
略
」
と
し
て
非
難
し
た
が
、
政
治
家
に
も
知
識
人
に
も
、
親

日
派
が
お
り
、
ま
た
親
中
派
が
い
て
、
意
見
は
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
親
日
派
は
、
必
ず
し
も
反
中
で
は
な
く
、
日
本
の
大
陸
政
策
を
擁
護
、
支
持

し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
益
か
ら
見
て
日
本
の
拡
大
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
産
主
義
の
拡
大
に
比
べ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
危
険
で
な
い
と
評
し
て

い
た
。
し
か
し
、
親
日
派
と
親
中
派
の
対
立
は
激
化
し
、
ま
た
親
日
派
に
と
っ
て
も
、
日
本
の
領
土
拡
張
は
イ
ン
ド
シ
ナ
の
心
配
の
種
に
な
っ
て
き

た
。
本
論
文
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
期
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ジ
ア
政
策
と
そ
の
反
響
を
検
討
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
、
大
陸
政
策
、
拡
張
、
野
党
、
政
治
右
翼
、
大
手
新
聞
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支
那
事
変
勃
発
後
の
フ
ラ
ン
ス
の
対
日
政
策
の
あ
ら
ま
し

　

支
那
事
変
と
一
般
的
に
呼
ば
れ
て
い
た
日
中
戦
争
の
初
期
（
一
九
三
七
年
七
月
四
日
の
勃
発
か
ら
同
年
末
ま
で
）
に
は
、
東
ア
ジ
ア
の

パ
ワ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
は
明
ら
か
に
変
化
し
て
い
た
。
そ
の
変
化
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ジ
ア
政
策
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
日
本
観
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
。　

　

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
同
年
九
月
下
旬
に
国
際
連
盟
で
中
国
政
府
（
国
民
党
政
権
）
を
「
激
励
」
し
て
、
一
一
月
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
会
議

で
は
「
武
力
に
よ
る
解
決
は
、
法
律
的
に
も
実
際
的
に
も
日
中
関
係
を
長
期
的
に
処
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
た（

１
）。

ま
た
同
会

議
で
ガ
ス
ト
ン
・
モ
ン
ネ
ル
ヴ
ィ
イ
ユ
ー（Gaston M

onnerville; 

一
八
九
七
～
一
九
九
一
年
）
拓
務
副
大
臣
（
の
ち
共
和
国
評
議
会
長
、

一
九
四
七
～
一
九
五
八
年
、
元
老
院
長
、
一
九
五
八
～
一
九
六
八
年
）
が
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
イ
ン
ド
シ
ナ
と
太
平
洋
に

お
け
る
そ
の
立
場
と
利
益
、
植
民
地
帝
国
の
交
通
網
を
防
衛
す
る
必
要
が
あ
る
と
、
強
調
し
た（

２
）。

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
支
那
事
変
の
勃
発

以
後
、
上
海
の
フ
ラ
ン
ス
租
界
が
蒙
る
で
あ
ろ
う
脅
威
を
忘
れ
て
は
お
ら
ず
、「
最
後
通
牒
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
日
本
側
の
要
求
を
「
特
に

紳
士
的
に
」
容
認
し
て
い
た（

３
）。

国
民
戦
線
連
立
政
府
の
崩
壊
後
（
一
九
三
八
年
四
月
）
も
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ボ
ン
ネ
（Georges Bonnet; 

一

八
八
九
～
一
九
七
三
年
）
新
外
相
（
以
前
財
務
大
臣
等
、
の
ち
司
法
大
臣
）
と
シ
ャ
ル
ル
・
ア
ル
セ
ー
ヌ
＝
ア
ン
リ
（Charles A

rsène-

H
enry; 

一
八
八
一
～
一
九
四
三
年
）
駐
日
大
使
（
一
九
三
六
～
一
九
四
三
年
）
は
日
本
に
対
す
る
こ
の
「
紳
士
的
な
」
政
策
を
続
け
た（

４
）た

め
に
、
二
人
は
「
日
本
を
黙
許
し
て
い
る
」
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
た
。　

　

国
際
政
治
か
ら
言
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
対
日
政
策
は
中
立
的
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、「
当
時
、〔
国
際
〕
条
約
と
〔
国
際
〕
法
を
擁

護
し
て
い
る
中
国
を
精
神
的
に
援
助
し
て
い
た
。
そ
し
て
〔
フ
ラ
ン
ス
の
〕
首
相
・
外
相
は
、
パ
リ
に
お
い
て
も
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
〔
す
な
わ
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ち
国
際
連
盟
〕
に
お
い
て
も
、「
フ
ラ
ン
ス
は
、
中
国
の
領
土
保
全
と
門
戸
開
放
政
策
の
保
存
に
関
す
る
約
束
を
全
て
果
す
、
と
宣
言
し
て

い
た（

５
）」。

し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
エ
リ
ー
ト
は
「
イ
ン
ド
シ
ナ
の
立
場
か
ら
だ
け
し
か
極
東
の
事
情
を
見
な
か
っ
た
」
と
、
ピ
エ
ー
ル

＝
エ
チ
エ
ン
ヌ
・
フ
ラ
ン
ダ
ン
（
一
九
三
四
年
一
一
月
～
一
九
三
五
年
五
月
首
相
、
一
九
三
六
年
一
月
～
六
月
外
相
在
任
）
は
戦
後
に
回

顧
し
て
い
る（

６
）。

東
ア
ジ
ア
で
そ
の
立
場
を
強
め
る
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
は
、
一
九
三
七
年
一
二
月
七
日
に
シ
ャ
ム
王
国
（
現
在
タ
イ
王
国
）

と
友
好
通
商
航
海
条
約
を
締
結
し
た（

７
）。

当
時
日
本
は
、
植
民
地
列
強
に
反
対
す
る
闘
争
に
タ
イ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
政
界
を
巻
き
込
む
た

め
の
努
力
を
払
っ
て
い
た
。

　

日
本
の
大
陸
政
策
及
び
大
陸
拡
張
を
考
慮
し
て
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
対
外
政
策
の
調
査
・
分
析
を
行
っ
た
代
表
的
な
試

み
は
、
ロ
ジ
ェ
・
レ
ヴ
ィ
ー（Roger Lévy; 

一
八
八
七
～
一
九
七
八
年
）
の
仕
事
で
あ
っ
た（

８
）。

太
平
洋
問
題
研
究
会
（Com

ité d’études 

des problèm
es de Pacifique

）
の
書
記
長
で
あ
っ
た
レ
ヴ
ィ
ー
は
、
一
九
三
六
年
に
国
際
政
治
研
究
セ
ン
タ
ー（Centre d’Études de 

Politique Étrangère

）
の
調
査
員
に
な
っ
た
。
一
九
三
五
年
に
非
政
府
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
た
同
セ
ン
タ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
主
要
な

シ
ン
ク
・
タ
ン
ク
で
あ
り
、
そ
の
活
動
へ
の
協
力
・
参
加
は
専
門
分
野
で
の
好
評
価
を
受
け
て
い
た
。
セ
ン
タ
ー
が
公
刊
し
た
レ
ヴ
ィ
ー

著
・
編
『
フ
ラ
ン
ス
〔
植
民
地
〕
帝
国
か
ら
見
た
日
本
経
済
発
展
の
結
果
』（
一
九
三
六
年
）
と
レ
ヴ
ィ
ー
著
『
日
中
関
係
〔
概
論
〕』（
一

九
三
八
年
）
は
、
専
門
家
で
あ
る
個
人
の
見
解
と
し
て
で
は
な
く
、
政
界
で
権
威
あ
る
研
究
機
関
の
仕
事
と
し
て
読
ま
れ
た
。『
極
東
に
お

け
る
フ
ラ
ン
ス
政
策
、
一
九
三
六
～
一
九
三
八
年
』（
一
九
三
九
初
年
）
は
、
そ
の
研
究
・
分
析
の
継
続
的
成
果
で
あ
る
。

　

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
「
精
神
的
利
益
」（
教
育
・
文
化
・
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
活
動
）
か
ら
始
め
て
レ
ヴ
ィ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス

の
「
物
理
的
利
益
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
経
済
・
貿
易
分
野
に
筆
を
進
め
た
。
彼
は
「
中
国
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
利
益
は
、
イ
ギ
リ
ス
、

日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
ま
た
ロ
シ
ア
〔
ソ
連
〕
の
利
益
と
同
じ
だ
」
と
結
論
し
た（

９
）。

フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
日
仏
貿
易
赤
字
の
問
題
は
、
日
本

が
フ
ラ
ン
ス
本
土
ば
か
り
で
な
く
、
イ
ン
ド
シ
ナ
を
中
心
と
し
た
植
民
地
帝
国
か
ら
も
っ
と
輸
入
す
れ
ば
解
決
で
き
る
、
と
レ
ヴ
ィ
ー
は
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進
言
し
て
い
る（

（1
（

。
結
論
と
し
て
著
者
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ジ
ア
政
策
は
、「
イ
ン
ド
シ
ナ
の
安
全
を
保
障
し
て
、
中
国
と
も
日
本
と

も
友
好
的
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
慎
重
か
つ
中
庸
に
行
う
も
の
」
で
あ
る（

（1
（

。

ア
ジ
ア
対
策
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
対
策
の
不
可
分
を
論
じ
る

　
「
フ
ラ
ン
ス
の
極
東
対
策
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
対
策
、
世
界
対
策
と
不
可
分
で
あ
る
」
と
レ
ヴ
ィ
ー
は
認
識
し
た（

（1
（

。
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
だ
け
で

な
く
日
本
も
、
仏
ソ
相
互
援
助
条
約
（
一
九
三
五
年
五
月
二
日
）
を
自
国
の
脅
威
と
判
断
し
た
。
独
ソ
・
日
ソ
戦
争
が
起
こ
っ
た
場
合
フ

ラ
ン
ス
は
ど
う
す
る
の
か
？
日
独
防
共
協
定
（
一
九
三
六
年
一
一
月
二
五
日
）
は
、
新
し
い
戦
争
の
脅
威
な
の
か
？
フ
ラ
ン
ス
の
政
界
は

憂
慮
し
て
い
た
。
日
独
防
共
協
定
の
準
備
と
締
結
の
経
緯
は
よ
く
研
究
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
そ
の
締
結
の
反
響

は
、
東
ア
ジ
ア
対
策
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
の
か
。

　

防
共
協
定
の
締
結
が
決
め
ら
れ
た
一
一
月
二
五
日
に
、国
際
政
治
研
究
セ
ン
タ
ー
は
パ
リ
で
ア
ル
ベ
ー
ル
・
サ
ッ
ロ
ー（A

lbert Sarrault; 

一
八
七
二
～
一
九
六
二
年
）
の
講
演
会
を
行
っ
た
。
報
告
テ
ー
マ
は
「
太
平
洋
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
と
日
独
協
定
」
で
あ
っ
た
。
元
老
院

議
員
の
サ
ッ
ロ
ー
は
、
急
進
党
（
ラ
ジ
カ
ー
ル
党
）
の
首
脳
の
一
人
で
あ
り
、
総
理
大
臣
（
一
九
三
六
年
一
月
～
六
月
）
及
び
内
大
臣
だ

け
で
な
く
、
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
（
一
九
一
一
～
一
九
一
四
、
一
九
一
七
～
一
九
一
九
年
）、
拓
務
大
臣
（
一
九
二
〇
～
一
九
二
四
、
一
九

三
二
～
一
九
三
三
年
）
の
経
験
者
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
地
域
問
題
の
専
門
家
と
し
て
報
告
を
し
た
。「
個
人
的
性
格
」
の
演
説
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
つ
つ
、
サ
ッ
ロ
ー
は
、
ド
イ
ツ
と
日
本
の
国
家
・
国
民
性
の
酷
似
を
論
じ
た
。
両
国
・
両
民
族
の
特
性
は
、「
人
口
動
態

〔
フ
ァ
ク
タ
ー
〕
と
人
種
主
義
に
基
づ
い
た
帝
国
主
義
的
拡
張
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
」、「
国
民
生
活
で
の
軍
事
的
基
礎
の
優
勢
」、
平
等
の
強

要
（
ド
イ
ツ
の
場
合
は
武
装
の
平
等
、
後
に
植
民
地
所
有
の
平
等
、
日
本
の
場
合
は
人
類
の
平
等
）、
反
共
よ
り
反
露
・
反
ソ
の
傾
向
で
あ
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る（
（1
（

。「
日
独
協
定
は
、
資
源
と
植
民
地
所
有
の
再
分
割
の
原
則
が
発
端
で
あ
り
…
…
公
式
に
は
ソ
連
に
反
対
す
る
が
、
実
際
は
お
そ
ら
く
根

本
的
に
反
イ
ギ
リ
ス
勢
力
で
あ
り
、
そ
の
と
ば
っ
ち
り
を
受
け
て
フ
ラ
ン
ス
に
も
反
対
す
る
ら
し
い
」
と
サ
ッ
ロ
ー
は
述
べ
た（

（1
（

。

　

一
九
三
六
年
三
月
当
時
首
相
で
あ
っ
た
サ
ッ
ロ
ー
は
、
ラ
イ
ン
川
左
岸
の
ド
イ
ツ
再
軍
備
に
屈
服
し
て
、
仏
ソ
条
約
の
批
准
を
得
た
。

そ
し
て
現
在
、
個
人
と
し
て
の
サ
ッ
ロ
ー
は
、
自
身
の
反
共
的
政
治
立
場
を
強
調
し
て
、
仏
ソ
条
約
の
効
力
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
限
る
の
で
、

ア
ジ
ア
問
題
の
た
め
の
新
し
い
戦
争
の
危
機
に
は
な
ら
な
い
、
と
論
じ
た
。
し
か
し
、
日
本
か
ら
見
れ
ば
「
太
平
洋
〔
地
方
〕
で
の
フ
ラ

ン
ス
領
地
は
資
源
と
し
て
も
戦
略
的
位
置
と
し
て
も
誘
惑
が
多
い
」
と
サ
ッ
ロ
ー
は
発
言
し
た（

（1
（

。「
三
〇
年
間
以
上
に
わ
た
り
日
本
の
友
人

で
あ
り
崇
拝
者
で
あ
る
」
と
自
己
紹
介
し
た
こ
の
政
治
家
は
、「
日
本
が
選
ん
だ
遺
憾
に
し
て
危
険
な
道
」
は
し
か
し
、
あ
る
程
度
「
欧
州

の
経
済
的
政
治
的
拡
張
に
対
す
る
防
衛
反
射
」
だ
と
述
べ
た（

（1
（

。
東
ア
ジ
ア
が
危
険
な
状
態
に
な
る
可
能
性
を
認
め
た
サ
ッ
ロ
ー
は
、
そ
の

解
決
策
と
し
て
「
太
平
洋
〔
地
方
〕
に
お
け
る
平
和
愛
好
諸
国
の
共
同
的
、
総
合
的
、
か
つ
統
一
さ
れ
た
力
強
い
協
定
」
を
指
示
し
た
。

こ
の
報
告
者
に
よ
る
と
、「
平
和
愛
好
諸
国
」
と
言
う
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
そ
の
自
治
領
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン
ダ
（
蘭
印
の

た
め
）、
中
国
、
ま
た
ソ
連
も
含
ん
で
い
る
。
そ
の
諸
国
は
、「
好
戦
的
な
国
よ
り
は
数
的
に
優
勢
で
あ
る
が
、
そ
の
勢
力
に
は
生
気
も
組

織
も
な
く
、
離
合
を
常
と
し
て
い
る
。
日
独
協
定
は
、
こ
れ
ら
諸
国
を
防
衛
的
か
つ
積
極
的
〔
攻
勢
的
と
い
う
意
味
で
〕
な
協
力
関
係
を

も
つ
連
盟
へ
と
向
か
わ
せ
る
動
機
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
サ
ッ
ロ
ー
は
結
論
し
た（

（1
（

。

　

日
本
の
大
陸
拡
張
政
策
を
考
え
て
、
東
ア
ジ
ア
の
危
機
・
紛
争
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
危
機
・
紛
争
の
不
可
分
を
論
じ
た
の
は
、
反
共
政
治

家
サ
ッ
ロ
ー
だ
け
で
な
く
、
親
共
政
治
評
論
家
ア
ン
ド
レ
・
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
（A

ndree V
iollis; 

一
八
七
〇
～
一
九
五
〇
年
）
も
同
様
で
あ
っ

た
。
左
翼
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
た
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
植
民
主
義
の
体
制
と
政
策
、
西
洋
列
強
の
領
土
・

経
済
的
拡
張
を
激
し
く
批
判
し
て
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
に
中
国
・
日
本
を
訪
問
し
た
際
、
日
本
の
大
陸
政
策
と
「
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
」

を
非
難
し
た
。
ほ
ぼ
半
年
の
中
国
・
日
本
滞
在
の
結
果
と
し
て
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
が
執
筆
し
た
『
上
海
と
中
国
の
将
来
』
と
『
日
本
と
そ
の
帝
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国
』（
と
も
に
一
九
三
三
年
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
外
国
で
も
よ
く
読
ま
れ
て
、
日
本
と
そ
の
政
策
の
イ
メ
ー
ジ
を
か
な
り
暗
い
も
の
に
し

た
と
結
論
で
き
る（

（1
（

。
日
本
の
大
陸
政
策
を
論
じ
る
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
は
、
海
外
領
土
拡
張
を
日
本
国
内
の
「
フ
ァ
シ
ス
ト
傾
向
」
の
強
化
の
結

果
と
見
な
し
た
。
一
九
三
三
年
に
極
東
か
ら
帰
国
し
た
こ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
存
在
、
そ
の
世
界
平
和
に
及
ぼ

す
危
険
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
は
真
剣
で
な
く
て
い
け
な
い
」
と
発
言
し
た（

（2
（

。
一
九
三
四
年
に
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
は
、「
国
家
と
利
益
の
相
互
従
属

の
時
代
に
お
い
て
戦
争
は
地
域
的
事
変
で
は
な
い
」
の
で
、「
世
界
平
和
に
対
す
る
日
本
帝
国
主
義
か
ら
の
脅
威
は
具
体
的
で
近
い
の
だ
」

と
述
べ
た（

（2
（

。

　

一
九
三
七
年
一
二
月
一
日
に
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
は
、
パ
リ
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
左
翼
知
識
人
団
体
「
デ
カ
ル
ト
・
サ
ー
ク
ル
」
の
会
議
に

お
い
て
「
中
国
の
不
幸
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
報
告
者
に
よ
る
と
、
中
国
に
侵
入
し
て
そ
の
太
平
洋
東
岸
を
占
領
し
た
日
本
は
危
険
国

か
ら
侵
略
国
に
な
っ
た
。「
赤
側
」（
ス
ペ
イ
ン
第
二
共
和
政
側
）
か
ら
ス
ペ
イ
ン
内
戦
を
発
表
し
た
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
は
、「
極
東
の
出
来
事
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
流
血
事
件
と
直
接
な
関
係
が
あ
る
」
と
述
べ
て
、
日
中
戦
争
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
危
機
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
沿
っ
て
分
析

し
た
。「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
前
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
諸
国
の
無
為
」
を
批
判
し
た
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
は
「
遠
い
日
本
の
侵
略
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
に
直
接
的
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
身
近
な
問
題
に
転
化
し
た
」、
と
そ
の
評
伝
の
著
者
は
結
論
し
た（

（2
（

。

一
般
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
見
た
支
那
事
変
と
日
本
の
大
陸
政
策

―
新
聞
の
影
響

　

国
民
戦
線
連
立
政
府
を
支
持
し
て
い
な
が
ら
、
様
々
な
野
党
を
支
持
し
て
い
る
一
般
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
当
時
、
国
際
政
治
事
情
の
知
識

と
見
解
の
殆
ど
全
て
を
日
刊
新
聞
か
ら
学
ん
で
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
は
基
本
的
に
三
つ
の
種
類
に
分
か
れ
た
。
一
つ
目
は
、
パ
リ
を

中
心
と
す
る
大
手
新
聞
、
ま
た
「
情
報
の
新
聞
」（journal d’inform

ation

）
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
、
主
要
な
の
は
『Le Figaro

』、『Le 
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M
atin

』、『Le Petit Parisien

』
な
ど
で
あ
っ
た
。
二
つ
目
は
、「
政
党
の
新
聞
」（journal de partie

）
ま
た
「
傾
向
の
新
聞
」（journal 

de tendence

）
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
、
社
会
党
の
機
関
紙
『Populaire

』、
共
産
党
の
機
関
紙
『L’H

um
anité

』、
王
党
派
の
右
翼
・
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
団
体
「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
」（A

ction française

；

「
フ
ラ
ン
ス
的
行
動
」
の
意
味
）
の
機
関
紙
で
あ
る
同

名
新
聞
な
ど
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、
地
方
紙
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
「
情
報
の
新
聞
」
も
、「
傾
向
の
新
聞
」
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
行
動

の
中
心
は
現
地
の
事
情
・
問
題
で
あ
っ
た（

（2
（

。

　

国
際
政
治
の
分
野
で
は
、「
情
報
の
新
聞
」
は
基
本
的
に
通
信
社
の
電
報
と
政
治
家
・
外
交
官
の
発
言
を
「
そ
の
ま
ま
」
コ
メ
ン
ト
な
し

で
再
現
し
て
、
自
分
の
意
見
・
評
価
は
殆
ど
な
か
っ
た
。「
事
実
の
み
」
が
、
そ
の
原
則
的
方
針
で
あ
っ
た
。
逆
に
「
傾
向
の
新
聞
」
は
、

い
つ
も
政
党
・
団
体
に
よ
る
見
解
・
評
価
を
発
信
し
て
い
た
。
地
方
紙
は
、「
情
報
の
新
聞
」
か
ら
通
信
社
の
電
報
を
コ
ピ
ー
し
た
り
、
パ

リ
の
政
党
・
団
体
機
関
紙
の
見
解
・
評
価
を
コ
ピ
ー
し
た
り
し
て
も
、
国
際
政
治
へ
の
関
心
は
、
地
域
や
国
内
一
般
の
問
題
に
比
べ
て
低

調
で
、
記
事
数
も
少
な
か
っ
た
。

　

日
刊
新
聞
を
読
む
一
般
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
関
心
は
、
第
一
に
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
情
勢
・
問
題
、
第
二
に
隣
国
（
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ

タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
）
の
情
勢
・
問
題
で
あ
っ
て
、
遠
い
地
域
の
情
勢
・
問
題
に
は
、
わ
ず
か
に
残
っ
た
関
心
が
注
が
れ
る
だ
け
で
あ
っ

た
。「
一
九
三
八
年
に
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
起
こ
っ
た
目
覚
し
い
出
来
事
〔
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ア
ン
シ
ュ
ル
ス
、
ズ
デ
ー
テ
ン
地
方
の
ナ

チ
・
ド
イ
ツ
併
合
〕
は
、
日
中
戦
争
か
ら
フ
ラ
ン
ス
人
読
者
の
注
意
を
そ
ら
し
た
。
一
般
の
人
が
大
筋
で
知
っ
て
い
た
の
は
、
日
本
は
ド

イ
ツ
の
同
盟
国
で
、〔
国
際
〕
条
約
に
違
反
し
て
ア
ジ
ア
大
陸
で
拡
張
政
策
を
進
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
親
中
の
感
傷

的
な
気
分
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
。
…
…
右
翼
〔
の
新
聞
〕
は
い
つ
も
日
本
の
成
功
を
認
め
て
注
目
し
た
。
超
左
翼
〔
の
新
聞
〕
は
反
日

の
有
効
な
対
策
を
求
め
た
。
…
…
中
立
的
な
立
場
の
大
手
情
報
新
聞
の
黙
殺
は
、
日
本
の
勢
力
を
黙
認
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」、
と
レ

ヴ
ィ
ー
は
結
論
し
た（

（2
（

。
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パ
リ
の
大
手
情
報
新
聞
か
ら
見
れ
ば
、
日
中
戦
争
は
「
ビ
ッ
グ
・
ニ
ュ
ー
ス
」
で
あ
っ
た
が
、
国
内
問
題
を
は
じ
め
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ア
ン
シ
ュ
ル
ス
、
新
し
い
欧
州
戦
争
の
脅
威
が
あ
る
ズ
デ
ー
テ
ン
危
機
に
比
べ
れ
ば
、「
プ
ラ
イ
ム
・
ニ
ュ
ー
ス
」
で

は
な
か
っ
た
。
当
時
様
々
な
新
聞
で
活
動
し
て
い
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
作
家
の
ロ
ベ
ー
ル
・
ブ
ラ
ジ
ヤ
ッ
ク
（Robert Brasillach; 

一

九
〇
九
～
一
九
四
五
年
）
の
小
説
『
捕
虜
』（
一
九
四
〇
）
で
は
、
主
人
公
の
大
手
情
報
新
聞
の
編
集
員
が
新
聞
報
道
の
内
部
事
情
を
こ
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
他
に
ニ
ュ
ー
ス
が
な
い
と
き
は
、
大
見
出
し
で
中
国
戦
争
〔
日
中
戦
争
〕
の
巨
大
な
戦
闘
を
報
告
す
る
。
あ
そ

こ
〔
中
国
〕
で
は
毎
日
、
注
目
す
べ
き
巨
大
な
戦
闘
が
戦
わ
れ
て
い
る
か
ら
。
た
だ
、
ス
ペ
イ
ン
戦
争
と
か
内
政
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
る
日

に
は
中
国
は
忘
れ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
中
国
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
日
本
戦
線
〔
日
中
戦
争
〕
に
活
気
が
あ
る
と
は
限

ら
な
い
。
そ
れ
は
他
の
ニ
ュ
ー
ス
が
全
く
な
い
と
い
う
意
味
だ
か
ら
で
あ
る（

（2
（

」。

　

機
関
紙
で
あ
る
「
傾
向
の
新
聞
」
は
、
政
党
・
団
体
の
立
場
に
従
っ
て
状
況
を
分
析
・
評
価
す
る
。
親
中
派
の
代
表
的
な
法
学
者
ジ
ャ

ン
・
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
（Jean Escarra; 
一
八
八
五
～
一
九
五
五
年（

（2
（

）
は
皮
肉
な
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
。「
我
等
〔
フ
ラ
ン
ス
人
〕
に

は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
と
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
し
か
い
な
い
。
日
本
は
秩
序
、
平
和
と
隆
盛
を
代
表
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
右
翼
が
日
本
を

絶
賛
す
る
。
…
…
一
方
、
反
フ
ァ
シ
ス
ト
は
中
国
を
支
持
す
る
。
中
国
を
守
る
の
は
、
正
当
な
こ
と
を
守
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
し

て
正
当
な
こ
と
は
一
つ
し
か
な
い
、
と
皆
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
民
主
主
義
的
諸
国
を
支
持
す
る
こ
と
、
全
体
主
義
的
諸
国
を
戦
う
こ
と

で
あ
る（

（2
（

」。

　

超
左
翼
と
言
わ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
は
、
国
民
戦
線
連
立
政
府
を
支
持
し
た
が
、
内
閣
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
そ
の
立
場
は
、
ソ
連

共
産
党
・
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
所
謂
「
モ
ス
ク
ワ
の
立
場
」
に
従
っ
て
最
も
反
日
・
親
中
で
あ
っ
た
。
左
翼
の
社
会
党
は
、
中
国
側
を
「
激

励
」
し
た
が
、
反
日
の
有
効
な
対
策
を
講
じ
な
か
っ
た
。
当
時
、
右
翼
の
立
場
は
一
般
的
に
「
親
日
」
と
よ
く
評
さ
れ
た
が
、
右
翼
政
界
・

新
聞
の
日
本
観
は
一
致
せ
ず
、
そ
こ
に
は
重
要
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
異
が
存
在
し
た
。
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右
翼
野
党
が
見
た
支
那
事
変
と
日
本
の
大
陸
政
策

　

満
州
事
変
時
代
か
ら
日
本
の
大
陸
政
策
を
支
持
し
て
い
る
団
体
・
新
聞
『A

ction française

』
は
「
親
日
右
翼
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

そ
の
主
要
な
論
客
、
歴
史
家
・
国
際
政
治
評
論
家
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
バ
ン
ヴ
ィ
ル
（Jacques Bainville; 

一
八
七
九
～
一
九
三
六
年
）
は
死

ぬ
ま
で
そ
の
傾
向
を
代
表
し
て
い
た
。
し
か
し
日
中
戦
争
は
、「
秩
序
対
反
乱
の
闘
争
」
と
し
て
だ
け
で
な
く
、「
人
類
の
闘
争
」
と
い
う
幅

広
い
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
も
見
ら
れ
た
。
そ
れ
は
新
聞
『A

ction française

』
の
主
要
な
軍
事
評
論
家
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ル
ベ
ッ
ク
（Jacques 

D
elebecque; 

一
八
七
六
～
一
九
五
七
年; 

退
役
陸
軍
大
佐
）
の
見
解
で
あ
っ
た
。
そ
の
記
事
「
極
東
の
火
事
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
が
団
体
の

基
本
的
立
場
を
説
明
す
る
発
言
と
し
て
『A
ction française 

年
鑑
一
九
三
八
年
度
』
に
収
録
さ
れ
た
。

　

日
中
紛
争
を
分
析
す
る
デ
ル
ベ
ッ
ク
は
、「
黄
色
人
種
」（「
黄
禍
論
」
の
意
味
で
）
対
「
白
人
」
の
闘
争
を
論
じ
て
、
日
本
も
中
国
も
支

持
せ
ず
、
両
国
に
対
す
る
過
少
評
価
は
危
な
い
と
警
戒
し
た
。
日
本
は
、
現
地
で
「
自
治
政
権
」
体
制
を
利
用
し
て
占
領
さ
れ
た
中
国
領

土
を
統
制
で
き
る
。
中
国
は
、
ど
こ
を
占
領
さ
れ
て
も
、
無
限
の
勢
力
を
擁
し
て
い
る
。「
日
本
人
が
今
〔
当
時
〕
の
首
都
南
京
を
占
領

し
て
も
闘
争
は
終
わ
ら
な
い
」
と
デ
ル
ベ
ッ
ク
は
予
言
し
た（

（2
（

。
フ
ラ
ン
ス
の
国
益
か
ら
見
れ
ば
、
中
国
で
共
産
党
が
発
展
す
る
の
は
危
険

だ
だ
と
認
め
ら
れ
て
も
、「
中
国
人
も
日
本
人
も
、
黄
色
人
種
の
目
に
映
る
白
人
の
威
信
が
落
ち
る
」
と
い
う
事
実
は
、
も
っ
と
危
険
だ
、

と
著
者
は
結
論
し
た
。
デ
ル
ベ
ッ
ク
は
、
欧
米
人
の
ア
ジ
ア
対
策
は
「
矛
盾
し
て
お
り
、
あ
る
時
は
弱
す
ぎ
、
又
あ
る
時
は
激
し
す
ぎ
た
」

と
批
判
し
て
、
こ
の
対
策
の
結
果
と
し
て
「
中
国
人
も
日
本
人
も
、
全
て
の
ア
ジ
ア
人
が
西
洋
の
思
想
と
〔
政
治
〕
方
法
を
憎
ん
で
嫌
う
。

…
…
彼
ら
〔
ア
ジ
ア
人
〕
は
我
等
〔
欧
米
人
〕
の
勢
力
に
服
従
し
て
も
我
等
を
信
頼
せ
ず
心
か
ら
尊
重
し
は
し
な
い
」
と
述
べ
た（

（2
（

。

　

結
論
と
し
て
デ
ル
ベ
ッ
ク
は
、「
今
彼
ら
〔
ア
ジ
ア
人
〕
は
、
我
等
〔
欧
米
人
〕
の
内
乱
と
競
争
の
た
め
の
弱
腰
を
は
っ
き
り
見
極
め
て
、
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我
等
と
戦
え
る
時
期
が
近
づ
い
て
い
る
と
理
解
し
た
の
で
、〔
欧
米
に
対
す
る
〕
尊
重
の
最
後
の
残
り
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
…
…
中

国
は
、
日
本
の
影
響
下
に
お
い
て
も
ソ
連
の
影
響
下
に
お
い
て
も
独
立
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
〔
国
家
〕
に
な
っ
て
も
、
西
洋
列
強
の
影
響
・

統
制
か
ら
何
か
を
残
す
の
か
？
明
日
・
明
後
日
、〔
欧
米
の
〕
投
下
資
本
の
将
来
は
ど
う
な
る
の
か
？
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ン
ド
シ
ナ
を
は
じ

め
と
し
て
、
そ
の
激
怒
す
る
世
界
と
隣
接
す
る
西
洋
の
属
領
地
の
状
態
は
も
っ
と
危
険
に
は
な
ら
な
い
の
か
？
」
と
い
う
問
題
を
提
起
し

た（
（3
（

。
勿
論
、
こ
の
質
問
は
反
語
で
あ
っ
た
。
著
者
は
、
ど
の
場
合
に
も
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
西
洋
列
強
の

状
態
は
、
も
っ
と
危
険
な
も
の
に
な
る
と
予
言
し
て
い
た
。

　

一
般
的
に
「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
民
党
（Partie populaire française

）
の
立
場
は
、
あ
る
程
度
反
日
で
あ
っ

て
も
親
中
で
は
な
か
っ
た
。
党
首
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
リ
オ
（Jacques D

oriot; 

一
八
九
八
～
一
九
四
五
年
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
中
央
委

員
会
委
員
・
政
治
局
員
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
委
員
を
勤
め
た
後
、
一
九
三
四
年
に
共
産
党
・
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
決
別
し
て
、
一

九
三
六
年
に
共
産
党
の
体
制
に
基
づ
く
反
共
大
衆
党
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
人
民
党
を
創
立
し
た
。
ド
リ
オ
は
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
に
中
国

で
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
代
表
し
て
い
た
の
で
中
国
問
題
の
通
と
見
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
同
僚
の
一
人
に
よ
る
と
、
一
九
三
七
年
夏
ご
ろ
「
ド

リ
オ
は
、
欧
州
列
強
が
四
か
国
協
定
〔
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
が
一
九
三
三
年
六
月
七
日
仮
調
印
、
七
月
一
五
日

正
式
調
印
さ
れ
た
が
発
効
し
な
か
っ
た
協
定
〕
を
蘇
生
で
き
れ
ば
、
中
国
を
保
護
統
治
す
る
よ
う
な
体
制
に
し
て
、
そ
の
結
果
日
本
の
拡

張
を
制
限
す
る
こ
と
も
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
植
民
地
の
領
土
的
野
心
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
、
と
考
え
た
。
同
時
に
こ
の
計

画
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
長
期
的
な
平
和
を
保
障
で
き
る
と
も
思
わ
れ
た
。
残
念
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
せ
い
で
こ
の
四
か
国
条

約
の
蘇
生
は
不
可
能
に
な
っ
た（

（3
（

」。

　

ド
リ
オ
自
身
は
、
日
中
戦
争
を
「
人
類
の
闘
争
」
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
検
討
し
た
。「
ボ
ル
シ
ェ
ビ
ズ
ム
〔
ソ
連
〕
の
勝
利
は
、
文
明
の

死
、
全
世
界
の
反
乱
、
圧
制
、
貧
困
に
な
る
。
し
か
し
、
日
本
が
中
国
に
勝
っ
た
ら
、
将
来
、
ア
ジ
ア
人
と
ア
ジ
ア
製
品
が
怒
濤
の
よ
う
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に
我
等
〔
欧
州
人
〕
の
子
供
に
襲
い
か
か
る
。
…
…
今
日
、
統
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
中
国
に
お
け
る
日
本
の
拡
張
を
抑
え
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
…
…
こ
の
政
策
が
可
能
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
、
白
人
、
欧
州
人
の
偉
大
な
威
信
の
復
興
を
も
た
ら
す
」、
と
ド
リ
オ
は
発
言
し
た（

（3
（

。　

当
時
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
、
日
独
伊
「
侵
略
国
同
盟
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
て
い
た
。
た
だ
、
ド
リ
オ
は
日
本
と
独
伊

同
盟
を
は
っ
き
り
区
別
し
た
。
ド
リ
オ
の
見
解
に
よ
る
と
、
日
本
の
拡
張
政
策
は
イ
ン
ド
シ
ナ
へ
の
脅
威
な
の
で
、
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
は

同
盟
関
係
に
な
れ
な
い
が
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
は
フ
ラ
ン
ス
の
危
う
い
隣
国
で
あ
り
、
両
国
と
安
全
平
和
的
関
係
を
保
障
す
る
必
要
が

あ
る
。
ド
リ
オ
は
フ
ラ
ン
ス
の
敗
戦
（
一
九
四
〇
年
六
月
）
ま
で
親
独
で
は
な
か
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
政
界
で
日
本
の
立
場
を
擁
護
す
る
エ
ド
ワ
ー
ル
・
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー

　

一
九
三
〇
年
代
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
界
に
影
響
力
の
あ
る
親
日
派
は
殆
ど
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
、
日
本
は
政
界
へ
直
接
的
影
響
を
及
ぼ

す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
公
式
、
非
公
式
に
関
わ
ら
ず
日
本
の
宣
言
と
説
明
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
見
な
さ
れ
、
低
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。

「
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
は
最
悪
の
意
味
で
は
嘘
に
近
い
。
親
中
派
の
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
の
発
言
に
よ
る
と
、「
日
本
は
海
外
で
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
新
聞
を
買
収
し
て
偉
大
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
努
力
を
し
た（

（3
（

」。
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
戦
争
で
は
、
明
ら
か
に
親
中
で
は
な
い
コ

メ
ン
ト
、
記
事
、
著
作
が
一
般
的
に
「
親
日
」
と
評
さ
れ
た
。
日
本
が
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
を
買
収
し
た
か
ど
う
か
の
明
白
な
証
拠
は
足
り

な
い
が
、
悪
い
後
味
が
残
っ
た
、
と
結
論
で
き
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
立
場
を
擁
護
し
た
い
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
政
界
を
含
め
て
社
会
の
信

頼
を
得
る
た
め
に
、
自
身
が
日
本
の
官
辺
筋
か
ら
独
立
し
て
い
る
と
見
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
日
本
の
政
策
を
誠
実
に
擁
護
・
支
持
す
る
知
識
人
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
そ
の
代
表
的
な

人
物
は
、
世
界
的
に
著
名
な
小
説
家
で
、
一
九
三
五
年
か
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
会
員
に
な
っ
た
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ァ
レ
ー
ル
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（Claude Farrère; 

一
八
七
六
～
一
九
五
七
年
）
で
あ
っ
た
。
彼
の
日
本
と
の
出
会
い
、
そ
の
関
係
著
作
と
行
動
に
つ
い
て
は
以
前
の
論

文
で
分
析
し
た（

（3
（

。
フ
ァ
レ
ー
ル
の
エ
ッ
セ
イ
と
小
説
は
政
界
で
も
読
ま
れ
た
の
で
、
あ
る
程
度
の
影
響
力
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
政
界
で
読
ま
れ
た
著
者
の
も
う
一
人
は
、
エ
ド
ワ
ー
ル
・
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー（Édouard Clavery

：
一
八
六
七
～
一
九
四
九

年
）
で
あ
っ
た
。
現
在
殆
ど
忘
れ
ら
れ
た
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
は
、
一
九
〇
〇
年
代
初
期
か
ら
一
九
四
〇
年
の
フ
ラ
ン
ス
敗
戦
ま
で
、
仏
日
関

係
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
紹
介
の
分
野
で
代
表
的
な
活
動
家
で
あ
っ
た
。
父
は
全
権
公
使
ク
ラ
ス
の
外
務
官
僚
、
外
務
省
の
部

長
で
、
そ
の
弟
は
陸
軍
中
将
で
あ
っ
た
。
エ
ド
ワ
ー
ル
・
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
自
身
は
、
パ
リ
大
学
と
パ
リ
政
治
学
院
で
法
律
と
政
治
学
を
勉

強
し
た
の
ち
外
務
省
に
入
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
副
領
事
（
一
八
九
五
～
一
八
九
八
年
）、
ス
ペ
イ
ン
の
カ
デ
ィ
ス
領
事
（
一
九
一
二
～
一
九
二

〇
年
）、
駐
エ
ク
ア
ド
ル
全
権
公
使
（
一
九
二
〇
～
一
九
二
五
年
）、
駐
コ
ロ
ン
ビ
ア
全
権
公
使
（
一
九
二
五
～
一
九
二
八
年
）
を
歴
任
し

た
。
一
九
〇
〇
年
代
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
先
端
的
学
会
・
研
究
会
の
活
発
な
会
員
・
参
加
者
で
あ
っ
た
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
は
、
経
済
学
、
政
治

学
、
国
際
関
係
の
諸
問
題
に
つ
い
て
研
究
論
文
・
報
告
を
発
表
し
て
お
り
、
外
務
省
退
職
後
は
、
歴
史
研
究
を
中
心
と
し
た
。
ク
ラ
ヴ
ェ

リ
ー
の
自
宅
で
開
か
れ
た
講
演
会
・
懇
親
会
に
は
海
外
か
ら
著
名
人
（
外
交
官
、
政
治
家
、
軍
人
、
文
人
な
ど
）
が
招
待
さ
れ
た
の
で
、

そ
の
活
動
も
た
び
た
び
新
聞
・
雑
誌
で
告
知
さ
れ
た（

（3
（

。
こ
う
し
て
、
エ
ド
ワ
ー
ル
・
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
上
流
社
会
で
の
尊
重

す
べ
き
政
治
的
に
独
立
し
た
知
識
人
・
文
人
と
見
ら
れ
た
。

　

ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
は
青
年
時
代
か
ら
日
本
の
専
門
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
一
八
九
八
～
一
九
〇
九
年
に
外
務
省
本
部
で
編
集
者

（rédacteur

）
と
し
て
勤
め
て
お
り
、
国
際
政
治
・
経
済
の
諸
問
題
に
つ
い
て
報
告
書
（
内
部
資
料
及
び
公
刊
資
料
）
を
執
筆
・
編
集
し

て
い
た
。
中
で
も
『
欧
州
大
陸
諸
国
・
極
東
の
経
済
関
係
論
』（
一
九
〇
三
年
）、『
在
日
外
国
人
、
在
外
日
本
人

―
歴
史
・
統
計
研
究
』

（
一
九
〇
四
年
）、『
日
本
の
財
政
状
態
』（
一
九
〇
八
年
）、『
日
本
の
産
業
発
展
と
極
東
で
の
競
争
』（
一
九
〇
八
年
）
は
、
公
平
か
つ
詳
細

で
あ
っ
た（

（3
（

。
加
え
て
、
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
の
日
本
に
対
す
る
関
心
は
国
際
政
治
・
経
済
の
専
門
分
野
、
外
務
省
の
仕
事
に
限
ら
れ
る
こ
と
な
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く
、
日
本
文
学
・
美
術
に
も
及
ん
だ
。
一
八
八
〇
～
一
八
九
〇
年
代
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
時
代
に
育
て
ら
れ
た
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
は
、
ギ
メ
東

洋
美
術
館
の
日
本
美
術
作
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
日
本
の
歌
（
短
歌
、
俳
句
）
な
ど
に
つ
い
て
記
事
・
報
告
を
多
数
著
し
、
一
九
三
五
年
に

は
浮
世
絵
の
研
究
論
集
を
出
し
て
い
る（

（3
（

。
一
九
〇
八
年
に
仏
日
会
（Société Franco-Japonaise

）
の
会
員
と
な
り
、
一
九
二
九
～
一
九

三
二
年
に
は
機
関
紙
の
編
集
に
携
わ
り
、
ま
た
多
数
の
記
事
・
書
評
・
報
告
書
を
著
し
て
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
副
会
長
で
あ
っ
た
。
当

時
の
会
長
ア
ン
ド
レ
・
オ
ン
ノ
ラ
ー
（A

ndré H
onnorat; 

一
八
六
八
～ 

一
九
五
〇
）
は
、
政
治
家
、
元
老
院
議
員
（
一
九
二
一
～
一
九

四
五
年
）
で
元
文
部
大
臣
（
一
九
二
〇
～
一
九
二
一
年
）
で
あ
っ
た
。
結
論
と
し
て
言
え
ば
、
エ
ド
ワ
ー
ル
・
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
政
界
で
日
本
の
政
策
と
立
場
を
説
明
・
擁
護
す
る
た
め
に
理
想
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。

　

一
九
三
八
年
五
月
に
単
行
本
『
中
国
で
の
混
乱
と
日
本
の
影
響
、
一
九
二
一
～
一
九
三
八
年

―
エ
ド
ワ
ー
ル
・
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
が
収

集
・
紹
介
し
た
証
言
』
が
出
版
さ
れ
た
。
ま
え
が
き
の
日
付
二
月
一
一
日
、
紀
元
節
は
偶
然
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。「
本
稿
は
著
作
で
は

な
く
、
探
究
心
あ
る
読
者
宛
に
、
公
平
な
消
息
通
の
証
言
を
ま
と
め
た
文
書
集
で
あ
る
」
と
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
は
説
明
し
て
い
る
。
著
者
自

身
の
立
場
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。「
中
国
は
、
帝
国
と
か
共
和
国
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
欧
米
で
言
う
『
国
家
』
と
は
全
く
違
う
。
…
…

中
国
に
は
誘
導
・
指
導
が
必
要
で
あ
る
。
…
…
そ
の
混
乱
、
組
織
の
欠
如
は
改
革
を
要
す
る
。〔
中
国
〕
国
民
の
意
思
が
全
く
表
明
さ
れ

て
い
な
い
状
態
で
は
、
法
律
を
作
る
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
法
律
を
守
る
た
め
に
、
組
織
、
方
法
、
行
政
・
警
察
体
制
が
必
要
で
あ
る
。

…
…
そ
の
偉
大
な
任
務
は
、
全
人
類
が
実
行
を
望
ん
で
い
る
が
、
日
本
だ
け
が
そ
れ
を
実
行
で
き
る
」
と
著
者
は
宣
言
し
て
い
る（

（3
（

。

　

ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
の
論
議
と
論
拠
は
斬
新
と
は
い
え
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
人
著
者
か
ら
の
多
数
の
引
用
に
基
づ

い
て
い
る
。
と
き
に
引
用
は
数
頁
に
わ
た
っ
た
。
そ
の
基
礎
的
論
拠
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
、
満
州
は
支
那
本
部
の
一
部
で
は
な
い
。
中
国
は
、
国
家
で
は
な
く
、
反
目
す
る
地
域
、
現
地
政
権
、
同
郷
会
、

共
同
体
、
秘
密
結
社
な
ど
の
「
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
（
複
合
体
）」
が
あ
る
だ
け
だ
か
ら
、
そ
の
中
央
政
府
は
「
虚
構
の
み
」
で
あ
り
、
法
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律
は
「
た
だ
表
面
上
だ
け
の
こ
と
」
で
あ
る（

（3
（

。　

　

中
国
は
「
社
会
的
乱
脈
」
の
状
態
に
あ
る
が
、
日
本
は
近
代
化
に
成
功
し
、
長
期
間
「
強
盗
行
為
の
王
国
」
で
あ
っ
た
満
州
で
も
秩
序

を
打
ち
立
て
た（

（4
（

。

　

一
年
後
、
一
九
三
九
年
五
月
、
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
は
そ
の
本
を
再
出
版
し
た
。
ペ
ー
ジ
数
は
二
倍
に
増
え
て
、
表
題
が
『
極
東

―
中

国
・
日
本
、
一
九
三
九
』
に
変
わ
っ
た
。
表
題
を
改
め
た
理
由
は
、「
事
実
か
ら
引
き
出
し
た
結
論
は
、
著
者
が
事
前
に
発
言
せ
ず
に
、
読

者
に
任
せ
る
ほ
う
が
よ
い
と
思
う
」
と
説
明
さ
れ
た（

（4
（

。
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
は
、
初
版
時
の
文
章
は
直
さ
ず
、
新
し
い
引
用
と
論
拠
多
数
を
追

加
し
た
。
追
加
し
た
文
書
は
、
主
に
中
国
内
政
状
態
の
関
係
資
料
で
あ
り
、
満
州
国
の
経
済
近
代
化
と
強
盗
行
為
に
対
す
る
闘
争
の
成
功

も
紹
介
し
た（

（4
（

。
著
者
は
、
日
本
側
発
の
中
国
連
邦
制
度
化
案
を
支
持
し
て
、
中
国
を
四
～
五
の
自
治
区
に
分
け
て
、「
ワ
シ
ン
ト
ン
の
よ
う

な
連
邦
政
府
」
を
設
立
す
れ
ば
、
そ
の
連
邦
体
制
が
中
央
集
権
体
制
よ
り
「
中
国
の
場
合
に
は
最
良
の
組
織
」
に
な
る
、
と
論
じ
た
。
勿

論
、
連
邦
政
府
の
意
味
は
、
日
本
の
影
響
下
、
統
制
下
の
政
府
で
あ
る（

（4
（

。

　

同
著
の
第
三
版
『
極
東
、
一
九
四
〇
』
が
一
九
四
〇
年
四
月
中
旬
に
出
た
。
今
回
も
ペ
ー
ジ
数
は
二
倍
ぐ
ら
い
に
増
え
た
。
著
者
は
、

自
身
の
様
々
な
記
事
、
書
評
、
報
告
書
多
数
を
追
加
し
て
、
略
記
さ
れ
た
参
考
文
献（

（4
（

を
も
っ
と
詳
し
く
し
た
が
、
そ
の
立
場
と
見
解
は
全

然
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
第
三
版
が
出
た
後
一
ヶ
月
以
内
に
ド
イ
ツ
軍
が
ベ
ル
ギ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
に
侵
入
し
た
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
人
読
者
は

極
東
情
勢
へ
の
関
心
を
失
っ
て
い
た
と
推
論
で
き
る
。

日
中
の
可
能
な
将
来
を
予
言
し
て

　

フ
ラ
ン
ス
の
政
治
評
論
家
に
よ
る
、
日
中
関
係
の
将
来
、
日
中
戦
争
の
結
果
に
関
す
る
予
測
は
、
主
に
そ
の
政
治
的
傾
向
に
よ
っ
て
違
っ
た
。
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親
中
派
の
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
、
日
本
か
中
国
か
の
「
決
定
的
勝
利
は
不
可
能
だ
。
…
…
日
本
と
中
国
が
緒
戦
で
戦
っ
て
も
、
太
平
洋
に

権
益
を
も
つ
国
家
は
中
立
を
履
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
平
和
条
約
〔
の
準
備
・
交
渉
の
時
〕
に
つ
い
て
、
列
強
は
も
ち
ろ
ん
声
を
出
す
」

と
論
じ
た
。
日
本
の
勝
利
は
イ
ン
ド
シ
ナ
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
利
益
に
対
し
て
脅
威
と
な
る
が
、
中
国
が
勝
利
す
る
場
合
は
イ

ン
ド
シ
ナ
は
危
険
な
状
態
に
は
な
ら
な
い
、
と
彼
は
強
調
し
た
。
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
、
日
本
の
侵
略
に
対
し
て
「
弱
い
」
フ
ラ
ン
ス
政
府

の
対
策
を
批
判
し
て
、
日
本
の
軍
事
力
は
誇
張
さ
れ
て
き
た
の
で
、
対
日
経
済
制
裁
は
日
本
の
侵
略
を
阻
止
で
き
る
可
能
性
が
高
い
、
と

述
べ
た
。
著
者
の
見
解
に
よ
る
と
、「
中
国
が
勝
利
し
て
、
復
興
の
た
め
に
外
国
の
投
下
資
本
が
必
要
に
な
る
」
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ

て
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
。
将
来
の
仏
中
協
力
の
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
現
在
〔
一
九
三
八
年
〕
ド
イ
ツ
に
変
わ
っ
て
国
民
党
政
権
と
同
盟
す

る
よ
う
、
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
進
言
し
て
い
る（

（4
（

。

　

逆
に
、
親
日
派
の
ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
は
、
国
民
党
政
権
の
敗
戦
、
新
し
い
親
日
政
権
の
設
立
を
予
言
し
て
、
日
本
側
の
期
待
を
反
映
し
て

「
平
和
と
協
力
の
時
代
は
近
い
」
と
述
べ
た（

（4
（

。

　

中
立
的
な
立
場
の
レ
ヴ
ィ
ー
は
、
四
つ
の
可
能
性
を
分
析
し
た
。
一
つ
目
、
日
本
は
勝
利
す
れ
ば
長
江
よ
り
北
方
を
統
制
、
独
占
的
に

開
発
で
き
る
が
、
外
国
の
大
々
的
な
投
下
資
本
が
絶
対
必
要
で
あ
る
。
二
つ
目
、
日
本
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
、
状
態
が
戦
争
勃
発
以
前

（status quo ante bellum

）
に
戻
る
。
三
つ
目
、
各
地
で
混
乱
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、
発
展
と
開
発
が
不
可
能
に
な
る
。
四
つ
目
、

「
数
年
後
、
北
中
国
で
、
日
本
の
影
響
下
に
あ
る
が
日
本
の
支
配
下
で
は
な
い
中
国
政
権
の
設
立
が
可
能
に
な
る
」
と
レ
ヴ
ィ
ー
は
論
じ

た（
（4
（

。
日
本
が
勝
利
す
る
場
合
に
も
、
中
国
の
各
地
で
混
乱
が
続
く
場
合
に
も
、
フ
ラ
ン
ス
に
経
済
的
に
有
利
な
可
能
性
は
存
在
し
な
い
。

日
本
の
影
響
下
で
も
中
国
政
権
の
設
立
は
、
ま
だ
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
で
、「
フ
ラ
ン
ス
は
全
て
の
良
い
評
判
を
利
用
し
な
く
て
い
け
な

い
。
戦
争
が
終
わ
っ
て
、
危
機
が
解
決
さ
れ
た
後
、
仏
中
関
係
に
は
中
国
の
善
意
が
特
に
重
要
に
な
る
」
と
レ
ヴ
ィ
ー
は
結
論
し
た
。
同

時
に
著
者
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
・
貿
易
上
の
利
益
を
考
慮
し
て
、
日
本
か
ら
の
危
険
、
中
国
か
ら
の
危
険
、
日
中
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同
盟
か
ら
の
危
険
が
起
こ
る
可
能
性
も
あ
る
、
と
強
調
し
た
。
レ
ヴ
ィ
ー
も
「
人
類
の
闘
争
」
の
論
議
に
従
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ

ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
（
ソ
連
）
の
対
日
協
力
の
可
能
性
を
考
え
た（

（4
（

。

　

フ
ラ
ン
ス
の
知
識
人
、
政
治
評
論
家
は
、
満
州
事
変
か
ら
支
那
事
変
（
日
中
戦
争
）
に
わ
た
る
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
を
検
討
、
評

価
す
る
際
、
親
日
派
と
親
中
派
に
分
か
れ
た
。
親
日
派
は
、
必
ず
し
も
反
中
で
は
な
く
、
日
本
の
政
策
を
擁
護
、
支
持
し
て
、
フ
ラ
ン
ス

の
国
益
か
ら
見
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
産
主
義
の
拡
大
に
比
べ
れ
ば
日
本
の
拡
大
は
危
険
で
な
い
と
評
し
て
い
た
。
し
か
し
、
親

日
派
と
親
中
派
の
対
立
は
激
化
し
て
、
親
日
派
も
ま
す
ま
す
日
本
の
領
土
拡
張
が
イ
ン
ド
シ
ナ
の
不
安
に
な
る
と
心
配
し
は
じ
め
た
。
筆

者
は
そ
の
問
題
を
研
究
し
つ
づ
け
る
つ
も
り
で
あ
る
。

《
註
》

本
稿
の
引
用
は
全
て
筆
者
が
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
１
）		Roger Lévy, La politique française en E

xtrêm
e-O

rient, 1936 -1938 (Paris: C.E.P.E. 1939), p. 100.

（
２
）		

同
上
。

（
３
）		

同
上
、pp. 105 -106.

（
４
）		

同
上
、pp. 108 -110.

（
５
）		

同
上
、p. 122.

（
６
）		Pierre-Etienne Flandin, Politique française. 1919 -1940 (Paris: Les Editions N

ouvelles, 1947), p. 131.

（
７
）		Lévy R., La politique française en E

xtrêm
e-O

rient, 1936 -1938 , pp. 115 -118.

（
８
）		

レ
ヴ
ィ
ー
の
略
歴
と
作
品
の
紹
介
は
、
ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ
「
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
が
見
た
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
（
三
）

―
支

那
事
変
を
中
心
に
」（『
拓
殖
大
学
国
際
日
本
文
化
研
究
』
第
三
号
二
〇
一
九
年
）。
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（
９
）		Lévy R., La politique française en E

xtrêm
e-O

rient, 1936 -1938 , p. 61.
（
⓾
）		
同
上
、pp. 62 -63.

（
⓫
）		
同
上
、p. 8.

（
⓬
）		

同
上
、p. 7.

（
⓭
）		

詳
し
く
は
、
日
本
国
際
政
治
学
会
・
太
平
洋
戦
争
原
因
研
究
部
編
『
太
平
洋
戦
争
へ
の
道

―
開
戦
外
交
史
』
第
5
巻
『
三
国
同
盟
・
日
ソ
中
立

条
約
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
三
年
）
第
一
編
「
日
独
防
共
協
定
・
同
強
化
問
題
（
一
九
三
五
―
一
九
三
九
年
）（
大
畑
篤
四
郎
著
）：
三
宅
正
樹
『
日

独
伊
三
国
同
盟
の
研
究
』（
南
窓
社
、
一
九
七
五
年
）：Carl Boyd, T

he E
xtraordinary E

nvoy: G
eneral H

iroshi O
shim

a and D
iplom

acy 
in the T

hird R
eich, 1934 -1939 （W

ashington: U
niversity Press of A

m
erica, 1982

）
な
ど
。

（
⓮
）		A

lbert Sarraut, La France dans le Pacifique et l’accord germ
ano-japonais （Paris: C.E.P.E., 1936

）, p. 11.

（
⓯
）		

同
上
、p. 17.

（
⓰
）		

同
上
、p. 21.

（
⓱
）		

同
上
、p. 23.

（
⓲
）		

同
上
、p. 22.

（
⓳
）		

詳
し
く
は
、
ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ
「
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
が
見
た
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
（
二
）

―
満
州
事
変
か
ら
支
那
事
変
に

い
た
る
」（『
拓
殖
大
学
国
際
日
本
文
化
研
究
』
第
二
号
二
〇
一
八
年
）。

（
⓴
）		A

lice-A
nne Jeandel, A

ndrée V
iollis: une fem

m
e grand reporter, une écriture de l’événem

ent 1927 -1939 

（Paris’ 
L’H

arm
attan, 2006

）, p. 165.

（
㉑
）		

同
上
、p. 81.

（
㉒
）		

同
上
、pp. 81 -82.

（
㉓
）		

「
情
報
の
新
聞
」
と
「
傾
向
の
新
聞
」
の
特
徴
と
区
別
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、René de Livois, H

istoire de la presse française. T
om

e 2. 
D

e 1881 à nos jours （Paris: Les tem
ps de la presse, 1965

）; H
istoire générale de la presse française. T

om
e 3. D

e 1871 à 1940 

（Paris: Presse universitaire de France, 1972

）.  
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（
㉔
）		Lévy R., La politique française en E

xtrêm
e-O

rient, 1936 -1938 , p. 120.
（
㉕
）		Robert Brasillach, Œ

uvres com
plètes. V

ol. I （Paris: A
u club de l’honnête hom

m
e, 1963

）, p. 570.
（
㉖
）		
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
の
略
歴
と
作
品
の
紹
介
は
、
ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ
「
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
が
見
た
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
（
一
）
―

満
州
事
変
前
後
を
中
心
に
」（『
拓
殖
大
学
国
際
日
本
文
化
研
究
』
第
一
号
二
〇
一
七
年
）。

（
㉗
）		Jean Escarra, L’honorable paix japonaise （Paris: Bernard Grasset, 1938

）, pp. 17, 141.

（
㉘
）		Jacques D

elebecque, L’incendie de l’Extrêm
e-O

rient et l’Europe // A
lm

anach de l’A
ction française. 1938 （Paris: Librairie 

de l’ A
ction française, [1937]

）, pp. 141 -142.

（
㉙
）		

同
上
、pp. 143 -144.

（
㉚
）		

同
上
、pp. 144, 146.

（
㉛
）		V

ictor Barthélem
y, D

u com
m

unism
e au fascism

e. L’histoire d’un engagem
ent politique （Paris: A

lbin M
ichel, 1978

）, p. 137.

（
㉜
）		Jacques D

oriot, R
efaire la France 

（Paris: Grasset, 1938

）, p. 92. 

日
中
戦
争
勃
発
直
前
の
東
ア
ジ
ア
の
状
態
、
日
本
と
ソ
連
に
つ
い
て

の
ド
リ
オ
の
言
明
は
、Jacques D

oriot, La France ne sera pas un pays d’esclaves （Paris: Les œ
uvres françaises, 1936

）, pp. 55 -59, 
105 -106.

（
㉝
）		Jean Escarra, R

éflexions sur la politique du Japon a l’ égard de la Chine et sur quelques aspects juridiques du conflit actuel 

（<Perpignan: L’Indépendant, 1937>

）, p. 7. 
詳
し
く
は
、Escarra J., L’honorable paix japonaise, pp. 17, 29 -30, 110

（
新
聞
『l’A

ction 
française

』
の
批
判
）。

（
㉞
）		

詳
し
く
は
、Patrick Beillevaire, A

pres ‘La Bataille’: l‘egarem
ent japonophile de Claude Farrere // Les carnets de l’exotism

e. 
Faits et im

aginaires de la guerre russo-japonaise （1904 -1905
） （Paris: K

ailash, 2005

）；

ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ
「
フ
ラ
ン
ス

知
識
人
が
見
た
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
（
三
）

―
支
那
事
変
を
中
心
に
」（
同
上
）。

（
㉟
）		

詳
し
く
は
、https://fr.w

ikipedia.org/w
iki/Édouard_Clavery. 

ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
の
評
伝
・
研
究
は
な
い
。

（
㊱
）		Édouard Clavery: 1

） Étude sur les relations économ
iques des principaux pays de l’E

urope continentale avec l’E
xtrêm

e-O
rient 

（Paris: M
arcel Rivière, 1903

）; 2

） Les étrangers au Japon et les Japonais à l’étranger. E
tude historique et statistique 

（Paris: 
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Berger-Levrault, 1904

）; 3

） La situation financiere du Japon （Paris: Berger-Levrault, 1908

）; 4

） Le développem
ent industriel du 

Japon et la concurrence en E
xtrêm

e-O
rient （Paris: Berger-Levrault, 1908

）
等
。

（
㊲
）		Édouard Clavery, L’art des estam

pes japonaises en couleurs. 1680 -1935. A
perçu historique et critique （Paris: Les presses 

m
odernes, 1935

）.

（
㊳
）		Édouard Clavery, L’anarchie en Chine et le rôle du Japon. 1921 -1938 （Paris: Les éditions des presses m

odernes, 1938, pp. 
5 -6.

（
㊴
）		

同
上
、pp. 53 -54, 32.

（
㊵
）		

同
上
、pp. 10 -18.

（
㊶
）		Édouard Clavery, L’E

xtrêm
e-O

rient. Chine – Japon. 1939 （Paris: Les éditions des presses m
odernes, 1939

）, p. 4.

（
㊷
）		

同
上
、pp. 137, 27 -29.

（
㊸
）		

同
上
、pp. 108 -111.

（
㊹
）		Édouard Clavery, L’E

xtrêm
e-O

rient. 1940 （Paris: Les éditions des presses m
odernes, 1940

）, pp. 127 -182, 236 -239.

（
㊺
）		Escarra J., L’honorable paix japonaise, pp. 200 -202, 214 -216, 10.

（
㊻
）		Clavery É., L’E

xtrêm
e-O

rient. Chine – Japon. 1939, pp. 110 -111.

（
㊼
）		Lévy R., La politique française en E

xtrêm
e-O

rient, 1936 -1938 , pp. 126 -127.

（
㊽
）		

同
上
、pp. 127 -128.

（
原
稿
受
付　

二
〇
二
〇
年
十
月
十
六
日
）
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